愛知県農業会議農政課　宛  (email　torii@nca.or.jp )　( fax   052 -953 -0399 )
　　　　　　　　　　　　　
「人・農地プラン」の作成に向けた農業委員会の取り組み状況
報告日　　平成２４年　　月　　日
農業委員会名　　　　　　　　報告者名　　　　　　　　
	（参考）市町村（「人・農地プラン」作成主体）における取り組み状況
　　　①すでに作成済み（一部でも可）【　　】　②作成中【　　】　　③未着手【　　】


 「人・農地プラン」の作成に当たり、農業委員会が関与している活動について、該当するものに○を付けて下さい。また、その他の工夫点等については具体的に記入下さい。
１．農業委員会としての取り組み対象集落数　管内全集落数【　　】集落のうち【　　】集落
※　農業委員会として（あるいは農業委員が）人・農地プランの作成に関わっている集落数を記入して下さい。
２．農業委員会における取り組み項目
※　以下で該当する取り組みには【　　】内に○をして下さい。（１つでも取り組んでいる地域や集落があればれば○をします）
１）推進体制  
①集落担当農業委員を設置している 　　　　　　　　　　　　　　 【　　】
②農業委員会として「人・農地プラン」の説明会に参加している　　【　　】
③市町村、円滑化団体等との役割分担・連携を確認している　　　　【　　】
④検討会のメンバーに女性農業委員が参画している　　　　　　　　【　　】
２）実態把握
①農業者の意向調査（農地の出し手・受け手に対する今後の営農意向のアンケート調査など）を行っている　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　【　　】
②農地利用現況図を作成している。（①の情報や農地基本台帳等の情報を踏まえ、集落の農地利用の現況や課題を整理した図面の作成など）　　　　　　　　　　　　　　 　【　　】
③各地域・集落における「人・農地プラン」作成の進捗状況を把握している。　 【　　】
３）事前調整等
①集落の生産組合、集落営農組織、大規模経営体等との話し合い 　 【　　】
②農地の出し手・受け手からの事前相談の受付     　　　　　　 【　　】
③自主的に農地の出し手・受け手からのニーズを把握している。  【　　】
４）集落座談会への参画 【　　】
　　集落座談会で現状や課題（農地の利用集積の現状、必要性）、制度や事業（円滑化事業、集　積協力金、規模拡大加算）について説明、話し合いが円滑に進むよう誘導
５）個別調整
①農地の集積について方向付けを示唆   　  　　　　　　【　　】
②農地の出し手・受け手との具体的な調整活動を実施     【　　】
６）活用予定の施策　※　市町村内で１件でも活用見込みがあれば○をして下さい
①農地集積協力金【　　】②スーパーＬ資金無利子化【　　】③青年就農給付金【　　】
７）その他　取組に当たって工夫している点など
	


報告期限　平成２４年６月１３日（水）
